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《チェルノブイリの赤い森 フクシマの群青の海》講演会を終えて 

（希来基金代表 小林 友子） 

準備を重ねてきた講演会が無事に終わりました。 

チェルノブイリとフクシマを繋げることができ

たと感じた一週間でした。「原発事故で受けた傷の

痛みが分かり合える」と感じた時でもありました。 

そんな時間を、ウクライナの人たちと一緒に過

ごせたことに感謝します。 そして、訪れてくれた

彼等と、この福島で楽しい時間を過ごせたことが

嬉しかった。 

私は、原発避難者として、いつ

も支援される立場にありました。

そんな思いから、自分達で自ら動

き出すことが大事だと、チェルノ

ブイリを訪れるたびに思いました。 

今、故郷に戻る事ができたのは、 チェルノブイリを

知り、学ぶ事ができ

たから、放射能を知

り、測り、学ぶ事が

できたからだと。その機会を与えてくれたチェル

ノブイリ救援・中部に感謝します。それから、支

援してくれた中日新聞社会事業団にも。素晴らし

い、心のこもった映像と記念誌を作ってくれた杉

田氏と翻訳者の竹内氏にも感謝です。皆で作り上

げた講演会でした。ありがとう。 
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南相馬便り          （神野 英樹） 

★「ウクライナの消防士 招聘講演会」開催！ 

6 月 28 日〜7 月 2 日、ドンチェバさんが消

防士達を引率して、福島（南相馬）にやってき

た。いつもながら、ウクライナの友人を迎える

ことは、嬉しいものである。昨年のボウクンさ

ん（避難〜移住を余儀なくされた母親）、今回

の消防士達（事故処理作業者）、そして 30 年

続くクリスマスカードキャンペーン（子ども

達）と、境遇や世代の垣根を超えて、フクシマ

とチェルノブイリの交流が広がりを見せてい

る。30年前にカードを受け取った子ども達も、

今は次世代の子ども達の両親

となった。原発事故の被災国

同士、日ウの交流はこれから

も末永く続いていくだろう。 

★「ナタネ収獲 応援隊」来たる！ 

6月 29日〜7月 13日にかけて、愛知・岐阜

から南相馬へ、4名の方（吉田さん・野澤さん・

長谷川さん・松井さん）が、「ナタネ収穫 応援

隊！」として駆けつけてくださった。 

ナタネの収穫作業は、梅雨の時期と重なる

ため、天候を気にしながらの受入体制を強い

られ、必ずしも効率の良い農作業支援とはな

らなかったかもしれない。しかし、地元のメン

バーの士気が大いに高まったことは間違いな

い。そして、自宅に戻ってから、産直市場で「油

菜ちゃん」の販売を行ってくださったり、「秋

の測定隊」への参加を約束してくださったり

…と、今後

につながる

企画となっ

たことも確

かである。

「応援隊」

の皆様に感

謝！ 

★「ナタネ＆バイオマス」の放射能測定！ 

ゴールデンウィークに「満開」を迎えた菜の

花畑は、6月下旬〜7月上旬にコンバインで「収

穫」、7月末までに「乾燥・選別・調整・袋詰」

が終了し、いよいよ信田沢搾油所での「搾油」

を待つばかりとなってきた。この間に、例年通

り、「収穫されたナタネ」や「分別されたバイ

オマス」の放射能測定が実施された。 

＊「バイオマス（ナタネの鞘や雑草の種など）」

の放射能測定結果 

・大甕圃場（26Bq/ kg）・中太田圃場（5Bq/kg）・ 

萱浜圃場（11Bq/kg） 

＊「ナタネ（選別・調整後の単体）」の放射能

測定結果 

・中太田圃場（8Bq/kg）・町田圃場（4Bq/kg） 

→「ナタネ単体」「バイオマス」とも、測定値

は検出限界値（3〜4Bq/kg）に近づき、かなり

低くなっ

てきては

いるが、ま

だ ま だ

「ND（検

出限界値

以下）」と

いうわけ

にはいかない。 

★「楽天オンラインストア」への出店準備中！ 

今年度は、ナタネの収率も大幅に向上し、目

標収量（25 トン）を上回る見込みとなってい

るが、反面、「油菜ちゃん」の販売は、地場の

直販店（「道の駅 南相馬」・「セデッテ かしま」

…etc.）や、県外の販売拠点の拡大などが伸び

悩み、苦戦を強いられている。このため、ネッ

ト販売による全国展開をするべきかどうか…

と悩んでいたところに、「楽天オンラインスト

ア」が、福島県の助成により「出店契約料金ゼ

ロ」「月々の基本料金ゼロ（1年間の限定付き）」

で開設できる…という情報を得た。 

厳しい出店審査に見事合格し、現在は店舗

開設に必要かつ膨大な作業に取り組んでいる

ところである。何とかお盆明けには店舗がオ

ープンできるところまで来た。乞うご期待！ 
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通常総会＆チェル救デーを開催して            （市原 佳代） 

6 月 8 日、名古屋市東生涯学習センターにおいて、通常総会を開催しました。 

総会では、昨年度の事業報告、決算報告、理事・監事の選任、すべての議案が承認されまし

た。しかし質疑応答では、財政再建への抜本策の必要性を求める意見も出ました。正会員の方

達も同じように存続を案じている、ということを再確認しました。 

そのほかに、今年度は 6 年ぶりの理事長交代と、新たな理事として上田さんを迎え、体制の

リニューアルを図りました。支援者の方々の原発被災地への想いを、この新たなメンバーで受

け止め、真摯に耳を傾けながら努力を重ねていくつもりです。 

続いてチェル救デーでは、原さんのバイオガスの取り組み

を取材した「伊那ケーブル TV の番組」を上映し、そのあと、

南相馬の菜の花プロジェクトの報告や「油菜のさと」構想につ

いて、神野さんが熱く語ってくれました。 

財政難の解消は茨の道ですが、メンバーの意気込みは衰え

ていません。今後とも、変わらぬご支援をよろしくお願いいた

します！  

新理事長就任にあたり          （池田 光司） 

新たに理事長を務めることになりました、池田光司（いけだ みつじ）

です。2007 年から、毎月開かれる運営委員会に出席するようになり、

2009 年から理事を務めて、先月総会後に開かれた理事会で、理事の互

選により理事長となりました。みなさま、よろしくお願いします。 

 今、チェル救はとても厳しい状況にあります。財政危機と高齢化で

す。すでに、みなさまには多大なご支援をいただいていますが、活動資金が底をつきそうな状

態から抜け出せずにいます。現在、手持ちにある資金で活動できるのは数カ月という状況で、

まさに自転車操業です。チェルノブイリから 33 年、福島から 8 年が経ち、支援の必要性を理

解してもらうことが難しく、徐々に寄付が集まりにくくなっています。また、運営委員や理事

の中には、チェル救の立上げ当時から活躍されている方も多くみえます。チェル救の活動を支

え続けてこられた方々で、今後も支え続けて欲しい方々です。ただ、平均年齢が 60 代後半に

なってきました。今後 10 年以上の支援を考えた場合は、若い世代の力が欠かせません。 

 原発事故による放射能の影響は、減ることはあっても消えることはありません。チェルノブ

イリ原発の 30km 圏内は、30 年以上経った今でも立入り禁止です。周辺地域の人々にとって、

放射能の健康への影響は今も続いています。また福島では、空間線量率が下がってきた地域も

ありますが、土壌中にはまだ多くの放射能が残っています。「油菜のさと」構想へとつながる

菜の花プロジェクトは希望のプロジェクトですが、放射能に対する細心の注意が必要です。放

射能測定がプロジェクトを支えています。 

 チェル救は、原発事故の放射能で被害を受けた方々に寄り添って、とても大切な活動を続け

てきていると思います。はなはだ力不足の理事長ですが、この活動が続けられるよう尽力して

いく所存です。引き続きのご支援をよろしくお願いします。 
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『ボーナスカンパ の お礼』と『チェル救の現状 と お願い』 
 

 ボーナスカンパのお礼  
 

前号のポレーシェ 171 号で、ボーナスカンパのお願いをしましたところ、100 名を超えるみ

なさまから寄付をお寄せいただきました。６～７月(7/22現在)の期間で、総額が120万円を超

える寄付がありました。本当にありがとうございます。 

おかげさまで、ウクライナの「ホステージ基金」(カウンターパート)に今年度予定しています

「業務委託費」と「支援金」の目途がつきました。みなさまからのご支援に感謝いたします。

６～７月(7/22現在)の期間にお寄せいただきました寄付金の内訳は下記です。 
 

ミ ル ク 支 援：  3万円 

チ ェル ノブ イリ 支 援：  1万円 

福 島 支 援：  5万円 

一般寄付（指定なし）：112万円   合計121万円 
 

チェルノブイリ救援・中部は、みなさまのおかげで活動を続けていくことができています。お

寄せいただきました寄付金は、支援活動のために大切に使わせいただきます。 

チェルノブイリ救援・中部 
理事・運営委員一同 

 チェル救の現状 と お願い  
 

チェルノブイリ救援・中部は、1990 年 4 月に発足しまして、今年度で 30 年目になります。

みなさま(個人さま，企業さま，様々な団体さま…チェル救団体設立当初には国からも…)に支え

ていただき、30年にわたって様々な支援活動を続けてくることができました。本当にありがと

うございます。 

2011 年からは、福島の支援活動も始まり、チェル救として活動したいことが増えていきまし

た。一方で、企業さまなどの支援先の変更等がありまして、ここ数年でチェル救の運営資金が

だんだんと苦しくなってきました。 

昨年度は、年度途中で運営資金が底をつくかもしれない状態となり、「予定していました事業

を一部中止すること」と「皆様からお寄せいただいた緊急寄付」などにより、なんとか無事に

昨年度は終えることができました。 

このような状態の中、日本を含め、世界的にいろいろな社会問題があるため、今年度のチェル

救への寄付は、残念ながら減る方向になっています。そのため、第 1 四半期(4～7 月)で非常に

厳しい運営資金の状態となり、現段階におきまして(7月の運営委員会にて)、ウクライナへの「派

遣事業の中止」を決めました。また、ウクライナの支援活動団体「ホステージ基金」への支援

金額についても再検討をしています。 

チェル救の活動を続けていくにあたり、みなさまからの寄付の使途をこれからも丁寧に吟味さ

せていただき、支援先・支援額、又運営維持のための管理費について決めていきたいと思いま

す。 

原子力災害の影響は長い間続きます。福島支援の主たる活動「放射線量測定プロジェクト」で

は、土壌の放射線量測定を昨年度から始めたばかりです。現状を記録する活動はとても重要で

す。できることならばこれからも、ウクライナと福島の支援活動を続けていきたいと願ってい

ます。昨年度の12月に続くお願いでとても恐縮なのですが、チェル救の窮地を助けていただけ

ますととても有り難く、どうぞよろしくお願いいたします。 

チェルノブイリ救援・中部 
理事・運営委員一同 
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連載 124         チェルノブイリ救援・中部の 30年を振り返る 

1990年 8月 21日、チェルノブイリ救援・中部のメンバー、渡辺春夫さんと坂東弘美さんがウクライナ

に向けて旅立った。救援物資をもってチェルノブイリの被災地を訪問した日本では最初のNPOだった。

あれから 30年、長いようで短かったこの年月に、私たちが目指したものは何だったのか。 

チェルノブイリ原発事故と私たち 

チェルノブイリ原発 4号炉が爆発炎上した

のは、1986年 4月 26日の深夜だった。3日後

に名古屋駅前のデパートの電光掲示板で初めて

知った、当時の緊張は今でも忘れない。後に誤

報と分かったが、「ソ連の原発爆発で二千人以

上が即死した」…とあった。 

放射能は名古屋大学屋上の大気中でも観測さ

れ、通常の四千倍にはね上がった（名大理学部

の古川路明さん観測）。当時の日本国内では、

原発建設の真っ最中。「事故が起こったらどう

する？」「放射性廃棄物はどうする？」という

反対派の主張に、専門家や電力会社・政府は

「5重の壁で放射能は外に出ない」「廃棄物は

そのうち何とかなる」と主張した。だが、今も

って未解決だ。 

何かしようにも情報不足だった。3年後によ

うやく被災地の情報が入ってきた。ソ連最後の

ゴルバチョフ大統領が、情報開示を始めたから

だった。とにかく何かしなければ、とクチコミ

で友人知人が集まったのは 1990年 4月 16

日、参加者は 80名だった。東海 3県はもとよ

り、長野県や富山県からの参加者もいた。団体

名は「チェルノブイリ救援・中部」（以下、「チ

ェル救」）に決まった。 

その後、ソ連各地に手紙を出し、2か月後に

最初の返事が来たのが、ウクライナ共和国ジト

ーミル州の地方紙「ジトーミルスキー・ヴィス

ニーク」の編集長からだった。とにかく現地を

視てほしい、医薬品や医療機器が足りない、と

いう内容だった。 

外務省と交渉し、渡辺さんと坂東さんが粉ミ

ルクや使い捨て注射器など 500Kgの救援物資

を持って、ウクライナ国ジトーミル州を訪問し

たのが 8月だった。それから 30年、ジトーミ

ルの人々と私達の交流は今も続いている。活動

直後にウクライナのお母さん達から届いた手紙

は、「107通の手紙」として出版された。マス

コミ報道では知れない、事故処理に関わった家

族の病気や子どもの状況等が、生々しく書かれ

ていた。訪問した二人に、赤ちゃんを抱いた母

親が母乳の汚染を訴えた、という報告は衝撃だ

った。そうした生の情報が、今も続く数々の支

援活動につながった。 

深刻な被害、でも逞しく生きる 

現地における私たちの活動に大きな支えとな

ったのは、ビスニーク紙の廃刊後に出来た

NPO「チェルノブイリ・ホステージ（人質）

基金」（以下、「ホ基金」）と「チェルノブイリ

の消防士達基金」だった。この間、何人もの友

人・知人を失った。「ホ基金」の代表だったU.

キリチャンスキー氏は永年、私の喧嘩友達だっ

たが、9年前に亡くなった。しかし、大学卒業

後に「ホ基金」に就職したE.ドンチェバさん

は、今や大活躍である。彼女には最近孫ができ

たという。事故当時、原発職員だったボウクン

さんは文通で、事故から 3日後の強制避難当

時 8歳だった、アヌーシカちゃんの写真を送

ってくれた。そのかわいい写真は「チェル救」

のパンフレットの表紙になった。一昨年、あの

子がお母さんになったよ、とボウクンさんから

孫を抱いたアヌーシカさんの写真をもらった。

様々な病気と闘いながら母親になった彼女の喜

びは、如何程か計り知れない。 

最近出版した福島とウクライナのお母さん達

の手紙集には、困難に出会いながら如何に懸命

に生きてきたかが記されている。原発事故で

「生きるとは何か」が問われたのだ。 

2007年からウクライナで始めた「菜の花プ

ロジェクト」は今、福島で「油菜のさと」とし

て花開こうとしている。チェルノブイリと福島

の犠牲を経て、やっと原発は終わりの時代に入

ったのだ。   

（2019年 7月 25日 河田） 



- 6 - 

＜Face to Face（フェイス toフェイス）＞ 

ホステージ基金代表 

イェヴゲーニヤ・ドンチェヴァ 
 ショパン空港の窓外の飛行機は、世界のあちこ

ちに飛んで行こうとしている白い鳥の群れのよう

に見えました。その中に、私たちのワルシャワー

東京便の飛行機もありました。こうして、ウクラ

イナ派遣団の訪日の旅は始まったのです。今回は、

2名の消防士、医師、そしてウクライナのNPOの

代表者である私がメンバーでした。 

「平和な原子力」

が引き起こし得る

惨事の直接の目撃

者たちが招聘され

るのは、初めての

ことではありませ

ん。2018年2月、私は元プリピャチ市民のカテル

ィナ・ボウクンと共に日本を訪れました。彼女は

チェルノブイリ原発で夫とともに働いており、

1986 年 4 月、子どもの健康を守るため避難を余

儀なくされたのです。彼女の講演は、小高区の住

民たちの関心を集めました。一方、私たちウクラ

イナ側は、自分たちの証言が、日本の方々が希望

を持って将来に目を向ける助けになるということ

を、改めて確信したのです。 

 この6月の訪問で、私の気づいた最も興味深い

ことの一つは、日本の方々と私たちの交流が、一

方的な語りではなく対話となり、さらに議論にまで

なってきているということでした。私たちは自分

たちの生活上の出来事について語り、助言をした

ばかりでなく、こちらから質問もしました。一方、

子ども達の将来と我が家のことを、心から心配し

ている地元の方々は、私たちに答え、討論しよう

としました。これは、日本社会が（小さな小高区

でも）自らの権利を守って闘おうとしていること

の、明らかな徴候ではないでしょうか。 

 人々は、切実な質問をしてきました。彼らが関

心を持っていたのは、私たちの生活の細部であり、

チェルノブイリ原発事故後の生存率でした。ただ

語り合うためにやってきて、私たちの手を握り、

自分たちの知識を分かち合いたいという私たちの

希望に、感謝してくれた人たちもありました。私

にとってとりわけ嬉しかったのは、知り合いの

方々に会えたことでした。彼らの手を、今度はウ

クライナで握ることができることを、心から期待

したいと思います。多くの方たちが、私たちの話

したことすべてを、自分の目で見たいとおっしゃ

ってくれたのですから。 

 毎晩、その日の締めくくりを行い、私たちは日

中見てきたことすべてについて話し合いました。

そして言っておかなければならないのは、ほぼす

べての派遣団メンバーの主な印象の一つとして、

旧跡や伝統を残す古来の日本と、電子工学の分野

での新しい技術や業績との組み合わせが挙げられ

たということです。そのことに、一般の日本人た

ちは、すでに注意を払っていないようですが･･･。 

 そして自然に対する配慮です。どのようにして

21世紀に至るまで、巨大で密生した森、時には通

り抜けることもできないような森を、守ってこら

れたのでしょうか？ 残念なことに、私たちはカ

ルパチア山脈の森をほとんど失ってしまいました。

お金のために、膨大な面積の森林が伐採されてし

まったからです。 

 最後に、私はこの訪問を準備していただいたこ

とに、お礼を申し上げたいと思います。ウクライ

ナ側にとって興味深い訪問先が用意され、私たち

の希望がすべて細かな点まで考慮され、若い消防

士たちの目を開かせた、観光のブログラムまで考

えていただきました。今、彼らは日の出づる国の

国民の基本的な信念を理解しています。人が幸せ

になる手助けをすれば、自分も幸せになるのだと。 

 もう一つ付け加えたいのは、ご自分の国と国民

を守ってくださいということです。皆さんは辛抱強

い仕事と不屈の精神力とで、賞賛に値する方々で

す。日本の業績は、すでに多くの民族の模範です。

ただ、困難だけは、力を合わせて乗り越えていこ

うではありませんか。原発事故は、私たちの国の

歴史の中で、悲しいひとコマとなっているのです

から。でも、私たちはすべてを克服できます。そ

して、私はそのことを信じています。私の日本の

友人たちは、決してあきらめないからです。 

特集!! ウクライナの消防士たちとの交流 講演会 
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＜見えない敵「平和な原子力」との闘い＞ 

オヴルチ市消防・救助署の署長 

ユーリイ・クシネルチュク 

2019年6月

末、ジトーミル

州の私たちの少

人数の派遣団

は、「Face to 

Face」という

プロジェクトの

一環として、日

本を訪れました。そこで私たちは、丸5日間を

過ごしたのです。まず何よりも先に、このプロジ

ェクトの実現に尽力してくださった方々、「チェ

ルノブイリ救援・中部」の皆さん、そして、東京

でのすばらしい見学のお世話をしてくださった慈

善団体「CheFuKo(チェルノブイリ・福島・子ど

も)基金」の皆さんに、感謝させていただきたい

と思います。私たちは、多くの温かい対応と、最

大級のプラスのエネルギーをいただきました。ど

うもありがとうございます！ ほんのちょっとし

たことも、私たちの記憶に残っています。通訳の

アーニャ（村山敦子さん）とオレーナにも、心よ

りお礼を申し上げます。彼女たちはずっと私たち

に付き添い、いつも、話されたことを伝えるだけ

でなく、私たちの理解を助けてくれました。日本

の文化は、ウクライナのとは全く異なっているの

ですから。初日から、私たちは日本のすばらしい

美しさを目にすることができました。緑も多く、

きれいで私たちには珍しい水田や竹藪、興味深い

建築、そして人々の生活様式も違っています。こ

の国で私たちは、信じられないほどすばらしい雰

囲気の滞在を、味わうことができました。 

 もちろん、消防士として私が非常に関心を持っ

たのは、日本の消防のシステムです。私たちは南

相馬市と小高区の消防署を訪れ、その建物をいく

つか拝見しました。最も興味深かったのは、消防

車と諸設備が収納されている車庫です。そして消

防士たちは、上司たちとともに、私たちに消防車

とその装備を見せてくれ、その用い方や主な特徴

について話してくれました。消防は世界のどの国

でもほとんど同じ機能を果たし、同様の設備を用

いていることがわかりました。というのは、私た

ちが見たすべての機器は、外見や構造がやや違う

くらいで、ウクライナのものと全く同じ機能を果

たしていたからです。日本のものの方が、より自

動化されてはいますが。私は見せていただいたも

のに感嘆し、私たちは敬意と友好の証として、日

本の消防士たちとプレゼントを交換しました。 

 また、「チェルノブイリ救援・中部」の方々、特

に小林夫妻のおかげで、私たちは福島県の広い範

囲を車で回り、そこで日本の方々が見えない敵で

ある「平和な原子力」と闘っているようすを見るこ

とができました。それが 1986 年のウクライナと

同じように、2011 年の日本で、恐ろしい災厄を

人々とその住んでいた土地にもたらしたのです。 

 私は、汚染地域でかなりの短期間に行われた作

業を見て、驚嘆しました。放射性物質によって汚

染された表土を除去し、それを一時的に一定の場

所に集め、特殊な袋に詰めて保管するという戦略

が採られたため、土地の除染が非常にすみやかに

行われているのです。このようにして放射性の塵

が、また放射線そのものが除去され、土地は使用

可能になり、住民がその後普通に暮らすことがで

きます。さらに、いたるところで、子ども達の遊

び場のそばにまで、太陽光電池で動く装置が取り

付けられ、リアルタイムで常時放射線量を示して

おり、すべての一般市民がそれを見て、そこにい

られるかどうかを判断することができます。私た

ちが、いろいろな場所に設置されたそれらの装置

で見た数値は、最小限の放射線量を示していまし

た。また、被災した町では測定所が設けられてお

り、そこで住民は誰でも、自分の畑で採れた食品

を持ち込んで放射能を調べることができます。し

かも、それは全く無料で行われています。私たち

はさらに、ウクライナと日本の国民が遭遇した二

つの悲劇、チェルノブイリと福島の原子力発電所

の事故についての講演会に出席しました。私たち

派遣団のメンバーは皆スピーチをし、参加者の

方々やジャーナリストたちと、彼らが関心を持っ

ているさまざまな問題について話し合いました。 

 また、瑞巌寺と松島の遊覧船でのすばらしい見

学についても、触れておきたいと思います。 

 こうして、私たちの福島県訪問はあっという間

に過ぎ、私たちは東京に向けて出発しました。そ

こでは、慈善団体「CheFuKo基金」の友人たちが
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待っていてくれました。彼らは、私たちを喜んで

迎え、事務所を見せてくれ、そこで話し合いをし

た後、私たちはすばらしい東京の街の美しさに感

嘆しました。私は、さまざまな建築の取り合わせ

が、街に活気を与えているようすに驚きました。 

 このように、今回の旅は本当にすばらしいもの

で、私の一生の思い出になると思います。私はい

つでも、これらのすばらしい印象を、微笑みなが

ら思い出すことでしょう。そして私は、新しい友

人たちを得られたことにとても喜んでいます。 

＜人の命は、もっとも貴い宝＞ 

ジトーミル州非常事態局医療センター所長 

医師 ハルィナ・プラホタ 

 こんにちは、親愛なる日本の友人の皆さん！ 

 この公開書簡で、私は派遣団メンバーとしての

訪日の印象を、お伝えしたいと思います。 

 2019年6月28日、「チェルノブイリ救援・中

部」のご招聘により、派遣団の一員として、私は

福島県南相馬市小高区を訪れ、その後の数日、福

島第1原発事故によって被災した地域を見学

し、「チェルノブイリ原発事故の影響のいくつか

の側面」という講演を行い、数々のご質問にお答

えしました。 

 まず、「チェルノブイリ救援・中部」運営委員

会に、私たちの訪問の綿密なオーガナイズに、感

謝申し上げたいと思います。国籍も信仰も文化も

違う私たちですが、国を愛する気持ち、人への愛

情、今日と将来への責任感が、私たちを一つにし

ています。 

 日本は、本当に私の心に入ってきましたので、

私はウクライナに戻ってからも、皆さんのことを

考え続けています。最近、オヴルチ市とオレウシ

ク市（チェルノブイリ原発事故で被災した地区の

中心地です）を、消防士たちの健康診断のため訪

れた際、私は思わず知らず改めて比較しました。

私たちが、チェルノブイリ原発事故後の33年間

に行ったことと、日本の方々が、福島第1原発

事故後の8年間に行ったこと･･･。暮らしの戻っ

てきた地域、汚染地域の放射線管理の組織（土

壌・水・栽培された作物・牛乳など）に、私は本

当に驚かされました。皆さんの前に、深くお辞儀

をさせていただきます。非常に献身的で勤勉な民

族である皆さんのことを、誇りに思います。 

 私から皆さんへの助言は、以下の通りです。 

1．皆さんの心に根づいた恐れ、目に見えない放

射線という敵への恐れ、故郷の土地で暮らす

ことへの恐れと闘うことです。私が1994年、

初めてナロジチ町を訪ねた時のことを、お話

ししたいと思います。無人の家々、雑草の生

い茂った庭、黒ずんだ若木を見て、私も恐ろ

しくなりました。土地はあるのに、人はいな

いのです。数十年が経ち、今、ナロジチ町の

家にはすべて人が住み、子どもの笑い声が響

いています。「彼らは20～30年後に戻ってき

たんでしょう」と言われるでしょうが、私は

「そんなに長く待つ必要があるでしょう

か？」と問いたいと思います。答えは明らか

です。除染された土地、汚染されていない食

品と水が、そこに住むための主要な基準で

す。 

2．集められた放射性の土壌の保管場所に、注意

することです。それは潜在的に危険な物体で

す（ストロンチウム90の半減期は29年、セ

シウム137の半減期は30.17年、プルトニウ

ム239の半減期は24,110年です）。放射能が

許容値を超える土壌は、保安の条件に従って

隔離しなければなりません。私は、避難が行

われた地域で、多くの場所に太陽電池が設置

されていることに気づきました。汚染土のミ

ニ石棺を、太陽電池の下に配置することもで

きるのではないでしょうか。 

3．国に要求して、長期にわたる毎年の無料健康

診断と、時宜にかなった保養プログラムを、

福島第1原発事故の被災者に保障させること

です。人の命は、最も貴い宝なのですから。 

  敬意と愛と未来への信頼を込めて 
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「菜種収穫 応援隊」に参加して 

2 年前の春、初めて参加した南相馬市の放射線

量測定ボランティアは、被災地の状況を肌身に感

じる貴重な体験になりました。その後、また参加

したいとは思っていましたが、農業をやっている

関係で、春、秋ともに農繁期でなかなか参加でき

ずにいました。 

そんな中、今回の菜種収穫ボランティアの募集

情報をもらい、即参加を決めました。 

幸いにも雨が降らず曇りだったため、あまり暑

くなく、普段使っているものの2回り以上も大き

なコンバインの運転や、収穫された菜種の運搬、

乾燥機への投入といった作業も、あまり問題なく

こなすことができました。 

今回は、収穫作業が終盤のため、仕事量はかな

り少なめだったこともあり、少々時間をもてあま

し気味でした。これも、ボランティアということ

で、こちらの都合で参加時期を決めたため（それ

もわずか 1 日のみ）、本当に人手が欲しい時と合

わなかったことが要因でした。また、全くの素人

ということで、依頼された作業内容も、非常に楽

なものだったように思います。稲作作業、草刈り

等、もっとやれそうなこともあったと思います。

被災地の復興・農地再生という意味では、年々そ

の作付面積が増えていることを考えると、成功し

つつあるのかなと思います。まだたくさんある耕

作放棄地を、よみがえらせる有効な手段なので、

もっと広げることに協力したいと思います。ただ、

今回は、職員、ボランティアを含め、杉内さんを

除く作業員5名中、地元の人が1名のみだったの

は、少々さみしい感じがしました。現在の日本で

は、被災地に限らず、農業で生計を立てるのは非

常に難しい状況です。補助金やボランティアにた

よらず、地元の人たちが生計を立てられる事業に

することが、真の復興につながることだと思いま

す。そこにつなげることが、私のようなボランテ

ィアの仕事だと思っています。 

最後にひとつ、杉内さんたち受け入れ側の都

合・要望をもっと反映させることのできる、ボラ

ンティアの取り組み方を考える必要があるように

思いました。たとえば、ボランティアの参加期間

は事前に現場との調整で決めるとか、やれる作業

が分かっているボランティアの人（一度参加した

人とか農業者）に依頼するシステムを作るとかを

考えられないでしょうか。次の機会があれば、も

っと長期間の参加をしたいと思っています。 

（2019.07.21 野澤 優）

ボランティア作業を、経験して 

１.「収穫ボランティア作業」のきっかけ 

311東北支援活動を一緒にしている、沖さんか

らの情報 

２.活動日･･･7月11と12日の2日間 

３.活動内容･･･アグリあぶくま株式会社で、乾燥

したナタネの種の選別、25kgの袋詰め  

４.思ったこと 感じたこと 

① 営農に必要な大型農機具の数の多さにびっく

り！ こんなに揃えなければ、農業はできない

のか？ 

② 一緒に作業した人たちの修理や調整技術・技

能の高さ。その場に応じて自分たちで対処し、

作業が滞ることはなかった。 

③ 選別機は、新品で自動化されていたが、「篩（フ

ルイ）」の微調整作業を続けて、製品（ナタネ種）

の品質向上を目指してみえた。 

④ 農作物から目が離

せない！ ナタネの

結実は、蒔いた時

期・土壌・天候によ

り、時間差が生じる

し、細長い鞘の先と

茎もとでも変わって

くるので、刈り入れ時期が難しい･･･と、毎朝出

勤前に栽培農地を見回っておられた。 

５ 最後に 

78 歳になる私が出かけて行っても良いのか迷

いましたが、アグリあぶくま株式会社の皆様にサ

ポートしていただいたおかげで，楽しく活動でき

ました。お世話になった全ての皆様にお礼申し上

げます。ありがとうございました。「菜の花畑に 入

日薄れ･･･」と歌った唱歌「朧月夜」の世界が、一

日でも早く戻ってきますように。また機会を見つ

けて出掛けます。   （2019.07.23 松井 弘） 
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第17期（第34次・35次）空間線量率測定結果 （池田 光司） 

今春4月に、17回目の空間線量率（空間の放

射能の強さ）の測定が、4日間かけて（2回に分

けて2日間ずつ）行われました。今回は、従来

の南相馬市・浪江町・富岡町に加えて、初めて

大熊町の測定も行い、「4自治体統合マップ」を

作製しました。また、空間線量率がどのくらい

変化したか分かるように、3年前（2016年春）

のマップと今回のマップを並べて見られるよう

にしました。マップは、チェル救のホームペー

ジに公開されていますので、ぜひご覧くださ

い。（チェルノブイリ救援・中部 検索 ） 

以下、今回のマップをご覧になるときに参考

になると思われるデータをご報告します。ぜ

ひ、マップを見ながら読んでいただければと思

います。 

各地域の平均空間線量率[μSv/h]を、3年前

（2016年春）と今回（2019年春）を並べてグ

ラフにしてみました。まず、どの地域も3年前

に比べると空間線量率が下がっている（薄い棒

グラフの右横の濃い棒グラフが低くなってい

る）ことが分かります。各地域がどのくらい下

がったかは、後で詳しく説明します。 

次に、今回の各地域の空間線量率を見てみる

と（濃い棒グラフの高さを比べてみてくださ

い）、グラフ左から南相馬市全域と浪江町の海

側常磐線までは、平均空間線量率が0.1～

0.3μSv/h程度で比較的低めであることが分か

ります。マップを見ていただくと、この地域は

空間線量率が低いことを示す青色のブロックが

多くなっています。浪江町で常磐線を越える

と、急激に平均空間線量率が高くなり、最も高

い大柿ダム～下津島では現在でも2.0μSv/h近く

あります。福島第一原発事故時に放射性物質を

含んだ雨雲が通って雨が降り、強い汚染を被っ

た地域です。 

福島第一原発の南に位置する富岡町では、原

発近くの海岸側北東部の平均空間線量率が高

く、北西部、南部と順に低くなります。北側の

地域と様相が異なります。今回はじめて測定し

た大熊町は、常磐道沿いと常磐道より西の国道

288号線沿いを中心に41カ所測定しましたが、

平均空間線量率は0.41μSv/hでした。放射能汚

染は、原発への近さよりも雨雲の動きが大きく

影響したことが、より鮮明になりました。 

右のグラフは、3年前の各地域の平均空間線量

率と、3年間の減少率（%の数字が小さいほど3

年間で大きく減少したことを示す）との関係を

示しました。物理的半減期から計算される減少

率は74%で、グラフ上の横線で示してありま

す。空間線量率が1μSv/h以下の地域では、空間

線量率が低いほど減少していないことが分かり

ます。これは、測定値に占める自然放射線の割

合が高くなることによると考えられます。 

一方、1μSv/hより高い地域では、空間線量率

との関係はなく、場所によって40～80%の幅で

ばらつくことが分かりました。地域によって

は、雨などの環境効果があったと考えられま

す。今回の報告は以上です。 

今回の測定もLUSHの助成を受けて可能とな

りました。ご支援に感謝します。 
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2019年 4月に採取した土壌の放射線量マップ その考察 
（放射能測定センター・南相馬「とどけ鳥」 小林 岳紀） 

100,705 

138,576 

1.72 

2.84 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

鹿
島
区
①

鹿
島
区
③

原
町
区
②

小
高
区
①

小
高
区
③

浪
江
町
②

浪
江
町
④

浪
江
町
⑥

浪
江
町
⑧

富
岡
町
②

富
岡
町
④

富
岡
町
⑥

大
熊
町
②

2019年土壌 2016年土壌 2019年空間 2016年空間
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（縦棒は土壌線量・折れ線は空間線量）

Ｂｑ/Ｋｇ 

左のグラフは一市、三町をブロック

分けして各々の土壌および空間放射線

量測定値の平均値をグラフ化したもの

です。土壌・空間放射線量数値を 2019

年 4月と三年前の 2016年4月のデー

タを比較表示しています。棒グラフは

土壌放射線量、折れ線グラフは空間線

量をしめします。なお、各市町のブロ

ック分けは国道や高速道路、鉄道路線

などを基準として区分しましたが詳細

は別紙の「空間・土壌線量地区別年推

移別比較表」や「土壌放射線量マッ

プ」でご確認下さい。 

南相馬市は土壌・空間放射線量共に

比較的低位の放射線量を示しておりま

す。浪江町では海岸部のエリアは低位

の放射線量ですが常磐高速道以西から

高い放射線量を示す状況となっていま

す。富岡町では南相馬市と浪江町の中

間程度の放射線量となっています。 

また、浪江町、富岡町の測定ポイン

トには未だに立入制限が継続されてい

る「帰還困難区域」が含まれており、

詳細については国や市町の広報資料な

どで確認して下さい。 

なお、大熊町に

ついては 2019年4

月に福島第一原子

力発電所の立地自

治体として初めて

立入規制が解除さ

れ、それに伴い今

回から測定対象に

含めました。帰還

困難区域について

は通行のみが許可

されている道路付

近も対象としてい

ます。 
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事務局便り 

他愛のない話･･･いよいよ猛暑の夏。せっせと歩いて事務所に到着すると、汗びっしょり。す

ぐにでも「クーラー！」状態なのだが、そこはエコロジストを装い、扇風機を ON。が、壊れ

かけの扇風機は回らない。見えないテレビは叩くもの…と刷り込まれているので、動かない電

化製品は、トントンと叩いてみる。応答なし。あ～むかつく～と思っていると、突然の強風。

うなりをあげて羽が回り始めた。ON してきっかり 3 分！次の日も 3 分。こいつはこいつなり

に考えがあってのことか。妙に律義。ポンコツ同士、エアコンも時には友として、この夏を乗

り切ろう！チェル救ピンチの折、「窮（貧）すれば鈍する」に陥ることなく、「窮すれば通ず」

となるようにと願いつつ。（山盛） 

お知らせ インタビュー動画を「YouTube」にアップしました！ 
 6 月 30 日（日）に、南相馬市小高区「浮舟会館」で講演会が行われました。私たち救援・中

部 30 年来のお友だち、ボリス・チュマクさん、トヴャンシクィイ・オレーフさん、アントニュ

ーク・レオニードさんの近影と、30 年前の事故処理作業時のインタビュー（約 10 分）を視聴す

ることができます。 

講演に来られた方には、DVD でご覧いただきまし

た。昨年 9 月に、「スタジオ・サードアイ 小高映

画舎」のすぎた和人さんが、ウクライナに出向いて

インタビューし、編集しました。 

「YouTube」のサイトで、「カタストロフから」で検索す

ると、見つけることができます。     （美） 

編集後記 

☆『エスカレーターは歩かずに立ち止まる』。鉄道各社でキャンペーンが始まった。急いでいる人

への気遣いから始まったルールだけど、片側を空けるために行列を作るのも妙な話です。（佳） 

☆ネットニュースに「油菜ちゃんギフト（フルセット）¥3,700」の CMが出現することに気づい

た。更に気になって他所のことまで目に付いちゃう･･･今日もまた夜更かしだよ。   （美） 

☆令和元年 7 月 21 日に参議院議員選挙の投開票が行われ、応援した山本太郎氏（れいわ新選組）

が大健闘！  比例区で「得票率 2%」を大幅に上回り（4.55%）、政党（獲得）要件を勝ち取っ

た。日本初の「市民政党」誕生である！  彼は、比例候補者の中で最高の 99万票余りを獲得し

ながら、惜しくも落選となったが、これは決して作戦ミスではない。政党「れいわ新選組」の

代表として、より活発に政策を提言することができるようになる。「国会を市民に開かれたバ

リアフリーに作り変える！」「人間の価値を “生産性” で決めない！（生きていることにこそ、

価値がある！）」「既存の利権構造に忖度しない！（忖度するべきは、市民に対してである！）」

「真実を追求し、徹底的に暴露する！」…そんな「市民政党」が誕生したのである。彼とその

仲間達「れいわ新選組」は、我が国の「政治」や「メディア」を、根本から作り変える風穴を

開けた。壁をぶち壊すのは、これから合流する「市民」の使命である。       （Ｊ） 

〒 456-0022 名古屋市熱田区波寄町 20-14 

印刷「エープリント」 

TEL・FAX（052）871-9473 

～チェルノブイリ原発事故処理作業員・消防士の証言録～ 


